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１．動作環境 
 
JICA環境配慮版CRANESの動作環境は以下の通りです。 
 
サーバ動作環境 

OS：Windows 2000 Server、Windows Server 2003 
その他：IIS 

Sybase SQL Anywhere（データベースサーバ） 
JRE 1.4以上 
BASP21 
.Net Framework2.0 
Zip.exe（Info-Zip） 

 
クライアント動作環境 

OS：Windows XP、Windows Vista 
その他：Google Earth 

PHPが動作するWebサーバ 
.Net Framework2.0 
XMLエディタ 
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２．インストール 
 

JICA環境配慮版CRANESのインストールに使用するインストールCDの内容（フォルダ構成）
は以下の通りです。 

フォルダ名 内容 

¥client¥web CRANESとGoogle Earthを連携するためのPHPスクリプトが格納
されています。 

¥install¥client 意見ツリー表示クライアントのインストーラ、議事録のテンプ
レート（Excel）が格納されています。 

¥install¥server CRANESサーバプログラムのインストーラが格納されていま
す。 

¥doc 本マニュアルが格納されています。 

¥server¥bin CRANESサーバプログラムの実行ファイル、定義ファイルが格
納されています。 

¥server¥bin¥conf CRANES指標計算プログラムの定義ファイルが格納されていま
す。 

¥server¥bin¥lib CRANES指標計算プログラムで使用するライブラリが格納され
ています。 

¥server¥db¥SQL データベース構築用SQLファイルが格納されています。 
¥server¥web CRANESサーバのWebインターフェースプログラムが格納され

ています。 

※以下のフォルダはサーバにコピーするためのフォルダで内容は空です。 

¥server¥document 議事録を格納するフォルダです。 

¥server¥log プログラムのログを格納するフォルダです。 

¥server¥request CRANESサーバへの要求を格納するフォルダです。 
¥server¥temp CRANESサーバで使用するテンポラリフォルダです。 
¥server¥treedata 意見ツリー編集データを格納するフォルダです。 

¥server¥db¥backup データベースのバックアップを格納するフォルダです。 

 
２.１ サーバ 

JICA環境配慮版CRANESのサーバのインストールについて記述します。 
 
 ２.１.１ 事前準備 

CRANESサーバのインストールの前に必要なソフトのインストールを行ってください。 
・IIS 
・Sybase SQL Anywhere 
・JRE1.4以上 
・BASP21 
・ .Net Framework2.0 
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CRANESサーバプログラム環境を格納するフォルダを作成してください。 
作成したフォルダを環境変数CRANES_HOMEに設定します。 

 
※C:¥CRANES¥serverを環境変数CRANES_HOMEに設定する場合の例 

 
 
 
 
 
 
 
 
 ２.１.２ CRANESサーバプログラムのインストール 

インストールCD内のserver内のwebフォルダ以外を%CRANES_HOME%にコピーします。 
 

下記のフォルダに対してIUSR_XXX、IWAM_XXXに対して書き込みの権限を与えます。 
（XXXはサーバのコンピュータ名です。） 

 
%CRANES_HOME%¥documents 
%CRANES_HOME%¥log 
%CRANES_HOME%¥request 
%CRANES_HOME%¥temp 
%CRANES_HOME%¥treedata 

 
Info-Zipからzip232xN.zipをダウンロードし、解凍して得られるzip.exeを%CRANES_HOME% 

¥binにコピーします。 
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 ２.１.３ Webインターフェースプログラムのインストール 
IISのルートフォルダ（通常はC:¥Inetpub¥wwwroot）直下にCRANESで使用するフォルダを

作成します。 
インストールCD内の¥server¥webフォルダの内容を作成したフォルダにコピーします。 

 
IIS管理ツールから作成したフォルダのプロパティを開きアプリケーションとして作成します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

IIS管理ツールから 作成したフォルダ/tempのプロパティを開き、書き込みを許可します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作成をクリックしてフォルダを
アプリケーションとします。 
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下記のフォルダに対してIUSR_XXX、IWAM_XXXに対して書き込みの権限を与えます。 
（XXXはサーバのコンピュータ名です。） 

 
IISのルートフォルダ¥作成したフォルダ¥temp 

 
 ２.１.４ 処理要求監視スクリプトのタスクスケジューラへの登録 

CRANESサーバへの処理要求を監視し、処理を行うスクリプトをタスクスケジューラに登
録します。 
 

コントロールパネル->タスクからスケジュールされたタスクの追加を実行します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参照をクリックし、ファイルダイアログを開きます。 
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%CRANES_HOME%¥bin¥CranesGE.vbsを選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日単位を選択します。 
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間隔を１日に１回に設定します。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タスクの追加後に追加したタスクのプロパティを開き詳細設定をクリックします。 
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タスクを繰り返し実行にチェックを行い、実行したい間隔を指定します。 
継続時間には24時間を指定します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ２.１.５ データベースの構築 

データベース構築の手順は以下の通りです。 
 
（１）Sybase Central等を使用してデータベースを作成します。 
（２）データベースにテーブルを作成するためにInteractive SQL等を使用してデータベース

構築SQLを実行します。 
データベース構築SQLは%CRANES_HOME%¥db¥SQL¥create_tables.sqlです。 

（３）Sybase Central等を使用してプロジェクトの情報を登録します。 
登録する情報は以下の通りです。 

 
テーブル名：SPACE_INFO 

カラム名 内容 

Space_id プロジェクトID 
Space_name プロジェクト名 

Main_language 主となる言語（jp、en等）現在未使用 
System_version 現在未使用 

Range KMLに指定するrangeの値 
In_date 登録日 

 
（４）Sybase Central等を使用してユーザの情報を登録します。 

登録する情報は以下の通りです。 
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テーブル名：USER_MST 

カラム名 内容 

Space_id プロジェクトID 
User_id ユーザID 
User_type 0：一般ユーザ 1：管理者 

Password パスワード 

User_name ユーザ名 
Valid_flg 0：有効 1：無効 

 
ユーザ情報はプロジェクト毎に登録します。 

 
 ２.１.６ 定義ファイルの編集 

環境に合わせて設定ファイルとスクリプトファイルの内容を編集します。 
 
○%CRANES_HOME%¥bin ¥cranes-config.xml 

CRANESの実行ファイルが参照する定義ファイルです。 
<?xml version="1.0" encoding="UTF-8"?> 
<CranesConfigXml> 
  <!-- ODBCドライバの名前を指定します。--> 
  <!-- 現在下記のドライバ以外は未対応です。変更しないでください。  --> 
  <Driver>Adaptive Server Anywhere 8.0</Driver> 
  <!-- データベースのユーザIDを指定します。  --> 
  <Uid>dba</Uid> 
  <!-- データベースのパスワードを指定します。  --> 
  <Password>sql</Password> 
  <!-- データベース名を指定します。  --> 
  <Database>cranes-ge</Database> 
  <!-- データベースサーバ名またはIPアドレスを指定します。  --> 
  <Host>localhost</Host> 
  <!-- データベースサーバが使用するポートを指定します。  --> 
  <Port>2638</Port> 
  <!-- ログを出力するフォルダーを指定します。  --> 
  <LogFolder>C:¥CRANES¥server¥log</LogFolder> 
</CranesConfigXml> 

 
○%CRANES_HOME%¥bin¥conf¥cranes.properties 

CRANES指標計算ライブラリの定義ファイルです。 
下記の行を環境に合わせて変更します。 

cranes.database.cranes1.connection.url=jdbc:sybase:Tds:localhost:2638 
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○IndexCalc.cmd 
CRANES指標計算を行うバッチファイルです。 
下記の行を環境に合わせて変更します。 

set JAVA_HOME=C:¥Program Files¥Java¥jre1.5.0_15 
インストールしたJREのフォルダを指定します。 

 

C: 
cd "%CRANES_HOME%¥bin" 

CRANESをインストールしたドライブを指定します。 
 
○TreeAutoMake.cmd 
意見ツリーの自動生成を行うバッチファイルです。 
下記の行を環境に合わせて変更します。 

set JAVA_HOME=C:¥Program Files¥Java¥jre1.5.0_15 
インストールしたJREのフォルダを指定します。 
 

C: 
cd "%CRANES_HOME%¥bin" 

CRANESをインストールしたドライブを指定します。 
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○%CRANES?_HOME%¥bin¥CranesGE.vbs 
CRANESサーバに対する要求を監視し、処理を行うためのスクリプトです。 
下記の行を環境に合わせて変更します。 

'-------------------------------------------------------------------- 
' 環境定義  
'-------------------------------------------------------------------- 
 
'' C_DBDriver --- ODBCドライバ名を定義します  
Const C_DBDriver = "Adaptive Server Anywhere 8.0" 
 
'' C_DBUser --- DBのユーザIDを定義します  
Const C_DBUser = "dba" 
 
'' C_DBPassword --- DBのパスワードを定義します  
Const C_DBPassword = "sql" 
 
'' C_DBDatabase --- データベース名を定義します  
Const C_DBDatabase = "cranes-ge" 
 
'' C_DBHost --- データベースサーバ名を定義します  
Const C_DBHost = "localhost" 
 
'' C_DBPort --- データベースが使用するポートを定義します 
Const C_DBPort = "2638" 
 
'' C_LOGDir --- ログ出力先を定義します  
Const C_LOGDir = "C:¥CRANES¥server¥log" 
 
'' C_MakeTreeProg --- ツリー自動生成プログラムの名称を定義します  
Const C_MakeTreeProg = "C:¥CRANES¥server¥bin¥TreeAutoMake.cmd" 
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○IISのルートフォルダ/CranesGE/include/setenv.inc 
CRANESサーバのWebの定義ファイルです。 

<SCRIPT LANGUAGE=VBScript RUNAT=Server> 
'-------------------------------------------------------------------- 
' ファイル名   ：setenv.inc 
' 
' 機能概要     ：環境設定ファイル  
' 
' 備考         ：下記の変数を実行環境に合わせて変更してください  
' 
' 履歴         ：2008/03/17（IIS）大越 新規作成  
'-------------------------------------------------------------------- 
'' C_DBDriver --- ODBCドライバ名を定義します  
Const C_DBDriver = "Adaptive Server Anywhere 8.0" 
 
'' C_DBUser --- DBのユーザIDを定義します  
Const C_DBUser = "dba" 
 
'' C_DBPassword --- DBのパスワードを定義します  
Const C_DBPassword = "sql" 
 
'' C_DBDatabase --- データベース名を定義します  
Const C_DBDatabase = "cranes-ge" 
 
'' C_DBHost --- データベースサーバ名を定義します  
Const C_DBHost = "localhost" 
 
'' C_DBPort --- データベースが使用するポートを定義します 
Const C_DBPort = "2638" 
 
</SCRIPT> 
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２.２ クライアント 

JICA環境配慮版CRANESのクライアントのインストールについて記述します。 
 
 ２.２.１ Google Earthのインストール 

Google Earthをオフィシャルサイト（http://earth.google.com/）からダウンロードしてインス
トールします。 
 

本システムではGoogle Eartrhと通信するためにGoogle Earth COM APIを利用しています。
システムからGoogle Earth COM APIを利用するために、Google Earthをインストールした後、
コマンドプロンプトから以下のコマンドを実行してGoogle EarthのCOM登録を行ってくださ
い。 
 
 
 
 
 
 
※“C:¥Program Files¥Google¥Google Earth”の部分はGoogle Earthをインストールしたフォ
ルダ名に置き換えてください。上図はデフォルトでインストールした場合の例です。 

 
 ２.２.２ 意見ツリー表示プログラムのインストール 

意見ツリー表示プログラムの動作にはMicrosoft .NET Framework 2.0が必要です。使用する
PCにMicrosoft .NET Framework 2.0がインストールされていない場合は事前にインストール
しておきます。 
 

インストーラ（CRANES with Google Earth Installer.msi）を実行します。 
インストーラはCRANESインストールCD内の¥install¥clientフォルダにあります。 

 
  「次へ」ボタンをクリックします。 
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  インストールするフォルダを選択し、 

「次へ」ボタンをクリックします。 

 
 
  「次へ」ボタンをクリックしてインスト

ールを開始します。 

   

  「閉じる」ボタンをクリックしてインス
トールを完了します。 
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インストール完了後の環境設定を行います。 
 
・意見ツリー表示プログラムをインストールしたフォルダをシステム環境変数のPATHに追加
します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

デフォルトでインストールした場合、フォルダは“C:¥Program Files¥CRANES¥CRANES with 
Google Earth”になります。 
 
 
・意見ツリー表示プログラムの設定ファイルを環境に合わせて編集します。 
意見ツリー表示プログラムをインストールしたフォルダ内にあるアプリケーション設定

ファイル（CRANES with Google Earth.exe.config）をメモ帳等のテキストエディタから開き、
KMLファイル、意見ツリー表示データファイル、議事録ファイルを格納するフォルダのパス
を定義します。 
 
CRANES with Google Earth.exe.configの内容（一部抜粋） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    <applicationSettings> 
        <CRANES_with_Google_Earth.My.MySettings> 
            <setting name="kmlpath" serializeAs="String">
                <value>C:¥CRANES¥kml</value> 
            </setting> 
            <setting name="docpath" serializeAs="String">
                <value>C:¥CRANES¥doc</value> 
            </setting> 
            <setting name="xmlpath" serializeAs="String">
                <value>C:¥CRANES¥xml</value> 
            </setting> 
        </CRANES_with_Google_Earth.My.MySettings> 
    </applicationSettings> 
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（１）KMLファイルを格納するフォルダ名 
下線の部分をCRANESサーバからダウンロードしたKMLファイルを格納するフォル

ダ名に書き換えます。 
<setting name="kmlpath" serializeAs="String"> 

<value>C:¥CRANES¥kml</value> 
</setting> 

 
（２）議事録ファイルを格納するフォルダ名 

下線の部分をCRANESサーバからダウンロードした議事録ファイルを格納するフォル
ダ名に書き換えます。 
<setting name=" docpath " serializeAs="String"> 

<value>C:¥CRANES¥ doc</value> 
</setting> 

 
（３）意見ツリー表示データファイルを格納するフォルダ名 

下線の部分をCRANESサーバからダウンロードした意見ツリー表示データファイルを
格納するフォルダ名に書き換えます。 
<setting name=" xmlpath " serializeAs="String"> 

<value>C:¥CRANES¥ xml</value> 
</setting> 

 
 ２.２.３ Webサーバのインストール 

Google Earthと意見ツリー表示プログラムを連携させるには、PHPが動作可能なWebサーバ
が必要になります。ここではApache（Webサーバ）とPHPをまとめてインストールできる
XAMPP Liteの導入例を記述します。 
 

XAMPP Liteの自己解凍型アーカイブファイルを実行します。 
   

（平成20年4月1日時点の最新バージョンは xampplite-win32-1.6.6a.exe です。） 
 
  解凍先のフォルダを選択して「Extract」ボタ

ンをクリックします。 
 
※ Windows Vistaの場合”Program Files”以外の
フォルダを選択してください。 
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解凍処理が終わると、解凍先にxamppliteというフォルダが作成されます。 
 
xamppliteフォルダ内にxampp-control.exeという実行ファイルがあるので実行します。 

 
   

  XAMPP のコントロールパネルが表示され
たら、 Apache をサービス化するために
「Apache」の横にあるチェックボックスにチ
ェックを入れます。 
 
チェックを入れると確認画面が表示され

ますので、OK をクリックして下さい。 
 
最後にStartボタンをクリックしてApacheを
Running状態にします。 

 
Apacheが動作しているか確認するには、インターネットブラウザのアドレス欄に

http://localhostと入力することで確認できます。 
 
以下の画面が表示されていれば、XAMPPの設定は完了です。 
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  XAMPP の設定後、xampplite フォルダ内の
htdocs フォルダに移動します。 
 
移動後、htdocs フォルダ内に cranes フォルダ

を作成します。 
 
作成した cranesフォルダ内に PHPスクリプト

ファイル（treeview.php）を配置します。 
※  PHPスクリプトファイルはCRANESインス
トールCD内の¥client¥webフォルダにあります。 
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３．議事録の作成 
 

CRANES サーバにアップロードできる議事録ファイルの形式は下記のようなタグ付きのテ
キストファイルです。 

<header> 
<title>会議の名称</title> 
<venue>会議の開催場所</venue> 
<date>会議の日付</date> 
<organizer>会議の主催者</organizer> 
<longitude>会議の場所の位置経度</longitude> 
<latitude>会議の場所の位置緯度</latitude> 
</header> 
<general>概要</general> 
<body> 
<opinion> 
<type>opinion または category</type> 
<name>意見の発言者</name> 
<address>発言者の居住地</address> 
<organization>発言者の所属する組織</organization> 
<occupation>発言者の職業</occupation> 
<summary>発言の概要</summary> 
<content>発言本文</content> 
<response>発言に対する回答</response> 
<longitude>発言に関する位置経度</longitude> 
<latitude>発言に関する位置緯度</latitude> 
<etc>その他</etc> 
</opinion> 
意見数分<opinion>～</opinion>を繰り返す  
</body> 
<others>その他の内容</others> 
 
上記のようにタグを意識しながら議事録を作成するのは困難ですので議事録を作成するた

めのテンプレートを用意しています。テンプレートは Excel で作成されていて、Excel マクロを
使用して入力内容をタグ付きテキストに変換します。 
テンプレートの Excel ファイルは CRANES インストール CD 内の¥install¥client¥minutes.xls

です。 
このテンプレートファイルをコピーして議事録を作成してください。 
 

<opinion>～ </opinion>が１
つの意見を表します。 

意見に対する座標が未指定の
場合は議事録の座標と同じと
みなします。 
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３.１ 議事録作成テンプレート 

 ３.１.１ ボタン 
 
 
 
 
 

ADD OPINION ボタン 意見入力エリアを追加 

DELETE OPINION ボタン 意見入力エリアを削除 
SAVE ボタン 入力中の内容を議事録ファイルに保存 

 
 ３.１.２ ヘッダー部入力エリア 
 
 
 
 
 

TITLE 議事録を取得した会議の名称 

VENUE 会議の開催場所 

DATE 会議の日付 

ORGANIZER 会議の主催者 

LONGITUDE 会議の場所の位置経度 

LATITUDE 会議の場所の位置緯度 

 
 ３.１.３ 概要入力エリア 
 
 
 
 

GENERAL 議事録の概要 
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 ３.１.４ 意見入力エリア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

OPINION 意見種別 opinion または category 
NAME 意見の発言者 

ADDRESS 発言者の居住場所 

ORGANIZATION 発言者の所属する組織 

OCCUPATION 発言者の職業 

SUMMARY 発言の要約 

CONTENT 発言本文 

RESPONSE 発言に対する回答 

LONGITUDE 発言に関する位置経度 

LATITUDE 発言に関する位置緯度 

ETC その他 

 
 ３.１.５ その他入力エリア 
 
 
 
 
 

OTHERS その他の内容 
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４．CRANESサーバへのアクセス 
 
ここではCRANESサーバとのデータの受け渡しについて記述します。CRANESサーバには

Webブラウザを使用してアクセスします。 
 
４.１ ログイン画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
システムを使用するためにログインを行う画面です。 
登録されたユーザ以外はシステムを使用することはできません。 
ユーザID、パスワードを入力して「Login」ボタンをクリックしてください。 
正常にログインできた場合、メニュー画面を表示します。 
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４.２ メニュー画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

CRANESサーバが提供する機能のメニュー画面です。 
a）議事録アップロード 
議事録をサーバにアップロードする画面を表示します。 
ここで議事録をサーバにアップロードすることができます。 

b）議事録ダウンロード 
議事録をサーバからダウンロードする画面を表示します。 
ダウンロードするファイルは現在、サーバに格納されている全ての議事録ファイルを圧縮

したファイルです。解凍したファイルを、意見ツリー表示プログラムのアプリケーション設
定ファイル（P135参照）で定義したフォルダに格納してください。 

c）クライアント表示データダウンロード 
クライアントで使用するファイルをダウンロードする画面を表示します。 
ダウンロードするファイルは2つのファイルを含んだ圧縮ファイルです。解凍したファイル

を意見ツリー表示プログラムのアプリケーション設定ファイル（P135参照）で定義したそれ
ぞれのフォルダへ格納してください。 
 
・拡張子が .kmlのファイル 
アプリケーション設定ファイルで定義したKMLフォルダへ格納します。 

・拡張子が .xmlのファイル 
アプリケーション設定ファイルで定義した意見ツリー表示データフォルダへ格納します。 

d）意見ツリー編集データexport 
意見ツリーを手動で編集するためのファイルをダウンロードする画面を表示します。 

プロジェクトの名称
が表示されます 
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e）意見ツリー編集データimport 
手動で編集した意見ツリーをサーバにアップロードする画面を表示します。アップロード

されたファイルの内容に従いデータベースの意見ツリーの構造を更新します。 
f）意見ツリー自動生成 
意見ツリー自動生成処理を行います。 

g）指標計算 
注目度を示す指標値の計算を行います。 

 
４.３ 議事録アップロード画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
作成した議事録ファイルをCRANESサーバにアップロードする画面です。 
アップロードした議事録ファイルの内容はデータベースに登録されます。 

議事録をアップロードします。 

メニュー画面に戻ります。 

ファイルを選択するダイアログを表示します。
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４.４ 議事録ダウンロード画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サーバにアップロードされている全議事録ファイルをダウンロードする画面です。 
ファイルはzip形式で圧縮されていますので、解凍して議事録ファイルを格納するフォルダに

格納してください。 
 
４.５ クライアント表示データダウンロード画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
クライアント表示データファイルをダウンロードする画面です。 
クライアント表示データファイルは意見ツリー表示データファイルとKMLファイルがzip形

式で圧縮されたファイルです。解凍してそれぞれの格納フォルダに格納してください。 

メニュー画面に戻ります。 
クリックして議事録ファイル
をダウンロードします。 

メニュー画面に戻ります。 
クリックしてクライアント表示
データをダウンロードします。 
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４.６ 意見ツリー編集データexport画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
意見ツリーの構成を手動で編集するための意見ツリー編集データファイルをダウンロード

する画面です。 
ダウンロードしたファイルはXML形式になっているのでノード編集が可能なXMLエディタ

でツリーの構成を編集することができます。 
 

XML Notepad上での編集作業の例 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※編集はopinionタグ単位でのノードの移動以外は行わないでください。 
これはあくまでツリーの構成を変更するための機能です。 

メニュー画面に戻ります。 

対象をファイルに保存でダウン
ロードします。 
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４.７ 意見ツリー編集データ import画面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ツリーの構成を編集した意見ツリー編集データファイルをCRANESサーバにアップロードす

る画面です。 
アップロードした意見ツリー編集データファイルの内容に従いデータベース内のツリーの

構成が更新されます。 

ファイルを選択するダイアログを表示します。

意見ツリー編集データをアップロード
します。 

メニュー画面に戻ります。 
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５．意見ツリー表示プログラムの操作 
 
意見ツリー表示プログラムは、ツリー表示用のデータ（XML）を基に、集められた意見をツ
リー形式で出力します。ツリーはカテゴリ毎に色分けされ、特に注目度の高いものには赤いマ
ーク（ ）が付くため、どのカテゴリの、どの意見が注目されているのかが一目で把握できま
す。 
また、地点情報を持つ意見についてはGoogle Earthと連携し、どの地点に関連する意見なの

かを地図上から確認することができます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ツリーデータを選択するためのファイルダイアログを表示します。

意見ノードを選択すると意見の全文を右側の表示エリア
に表示します。 

選択されている意見を含む議事録を表示します。 

選択されている意見を Google Earth上に表示します。
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【ファイルを開く】  

 ツールバー上のフォルダボタンをクリックすると、
意見表示ツリーデータのファイルダイアログが表示
されます。（メニューバー上の「ファイル」‐「開く」
も同様です。） 
表示するファイルを選択し、開くボタンをクリッ
クしてください。 
 
※意見ツリー表示データが格納されるデフォルトフ
ォルダはC:¥CRANES¥xmlです。 

 
【Google Earthとの連携】   
ツリー上で選択された意見が地点情報を持つ場合、ツールバーのGoogle Earthボタンをクリ

ックすることで、地図上の該当する地点を表示し、意見の内容をポップアップします。 
 
※意見が選択されていない場合や、地点情報を持たない意見を選択した場合は、Google Earth
ボタンをクリックしても地図上の該当する地点には移動しません。その場合はGoogle Earth
の起動処理のみが行われます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

意見を選択状態にしてから Google Earth ボタンをクリッ
クすると、該当する地点と意見の内容が表示されます。 
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 Google Earth上でポップアップされた意見の下に

は「ツリー表示」と書かれたリンクが貼られていま
す。 
 このリンクをクリックすると、意見ツリー表示プ
ログラムの該当するツリーノードが選択状態にな
ります。 
 
※この機能を使うにはApacheが起動していなけれ
ばなりません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ドキュメントファイルの表示】 
ツリー上で意見が選択されている状態で、ツールバーのドキュメントボタンをクリックする

と、その意見が含まれるドキュメントファイルが開かれます。 
※選択された意見を含むドキュメントファイルが無い場合は、ドキュメントボタンをクリック
することができません。 

※ドキュメントファイルは、そのファイルに関連付けられたアプリケーションで開かれます。 

「ツリー表示」と書かれたリンクをクリックすると、意見表
示プログラムに、該当するツリーノードが選択状態で表示さ
れます。 
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【オプションについて】 
メニューバー上の[ツール] ‐ [オプション]から、オプション画面を開くことができます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ツリー部分のフォントサイズを
変更することができます。 

選択したツリーノードの内容を表示する、テキストエ
リアのフォントサイズを変更することができます。 

ツリーノードにマウスカーソルを合わせた際、
ノードの内容をポップアップ表示します。 

設定の内容をデフォルトの
内容に戻します。 
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